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要旨
鹿児島県桜島にある袴腰海岸は多様な生物が

生息している転石海岸である．シマベッコウバイ

Japeuthria cingulata (Reeve, 1847)は，鹿児島県の

潮間帯では普通種である．本研究ではシマベッコ

ウバイの生活史についてサイズ頻度分布の季節変

動を用いて明らかにした．2月から 5月にかけて

稚貝の新規加入が徐々に増えて 6月にピークを迎

えることから，シマベッコウバイの稚貝の新規加

入のピークは 6月頃と推定された．殻高の最大値

が年間を通して 30 mm前後で安定していること

から，袴腰のシマベッコウバイは少なくとも 4年

以上は生きると考えられた．

はじめに
鹿児島県の桜島にある袴腰海岸は，桜島が

1914年に噴火した際に溶出した溶岩で覆われて

いる転石海岸である．袴腰海岸には多様な生物 -

が生息しており，海産貝類の多様性は非常に高い．

中でもシマベッコウバイは袴腰海岸で多く見られ

る肉食性巻貝であり，個体数が多く，潮間帯では

普通種である（鎌田，2000）．本研究では，シマベッ

コウバイの生活史についてサイズ頻度分布の季節

変動を用いて明らかにすることを目的とした．

材料と方法
材料　本研究ではシマベッコウバイ（Fig. 1）

を調査対象とした．シマベッコウバイは新腹足目

エゾバイ科に属すし，腐肉食性の強い海産貝類で

ある．本種は伊豆諸島以南，西太平洋の潮間帯の

岩礁において多く見られる巻貝である（波部ほか，

1994, 1996；奥谷，2000）．鹿児島県の海岸の潮間

帯において，本種は元も普通に見られる巻き貝で

ある．

調査地　調査は，鹿児島県鹿児島市桜島町に
ある袴腰海岸（31°35′N, I30°36′E）で行った（Fig. 

2）．この海岸は，桜島が大正 3年に噴火した際に

流出した大正溶岩が基盤となっている転石海岸で

ある．この潮間帯には直径数cmから数mまで様々

な大きさの安山質溶岩の転石がある．転石の下層

には砂や礫が存在する．転石のすぐ下に砂や礫が

見える場所から 1 m近くの深さまで，何層にも転

石が重なった場所など，変化に富んだ潮間帯を形

成する．調査地として選定した場所は，転石の層

の深さが 20–30 cmほどの潮間帯である．

調査方法　調査は，2009年の 1月から 12月ま

での大潮の干潮時刻前後に毎月 1回行った．潮間

帯の下部で 50 cm ×50 cmのコドラート（方形区）

を 6–13ヶ所ランダムに設置し，その中に出現し

たシマベッコウバイの個体数を記録し，全個体を

採取した．採取したシマベッコウバイの殻高を，

ノギスを用いて 0.1 mm単位まで測定し，記録し

た．調査した貝は，殻高を測定後，採取場所に逃

がした．

結　果
サイズ頻度分布　Fig. 3はシマベッコウバイの

殻高のサイズ頻度分布を月ごとに示したものであ
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る．サイズ頻度分布は年間を通して 1山型を示し

たが，6月，9月，10月，12月では 2山型を示し

た．ほとんどの月でサイズピークは 25 mm前後

でそれ以上のサイズでは個体数が減少していた．

1月から 6月にかけて 14 mm以下の個体の占め

る割合が徐々に増加し，6月に最も大きくなった．

11月から 1月にかけて 14 mm以下の個体の割合

は減少した．どの月でも 14 mm以下の個体が採

取された．

最大・最小・平均値の季節変化　Fig. 4は殻高

の最大・最小・平均値の変化を示したグラフであ

る．5月から 9月に 10 mm以下の個体が多く採

取され，10月から 4月にかけて 8 mm以下の個

体が採取されていない．2月から徐々に最小個体

サイズが小さくなり，6月に最も小さい個体が採

集された．最大個体のサイズもわずかながら 1月

から徐 .々に大きくなり 6月に最大個体が採取さ

れた．8月から最小個体サイズが徐々に大きくな

り 11月に最小個体サイズが最大となった．最大

個体サイズは年間を通して 30 mm前後で安定し

ていた．平均値も年間を通して 21 mm前後で安

定していた．

考　察
サイズ頻度分布のグラフから 2月から 5月に

かけて稚貝の新規加入が徐々に増えて 6月にピー

クを迎えることがわかる．鎌田（2000）の研究で

は 4月から稚貝のはっきりとした新規加入が確認

された．本研究でも 5月から稚貝のはっきりとし

た新規加入が確認され，鎌田（2000）の結果とほ

ぼ一致した．

サイズ頻度分布のグラフが極端な多山型にな

ることが無かったこと，稚貝の新規加入のピーク

の 6月以降も 10 mm以下の個体が採取されてい

ることから，シマベッコウバイの稚貝の新規加入

は真冬を除く春から秋の期間に行われていると考

えられる．もしシマベッコウバイの稚貝の新規加

入の時期が 1年のある時期に限定しているのなら

0齢集団と 1齢以上の集団の間のサイズの違いに

大きな差が生じるはずである．

鎌田（2000）の報告によるとシマベッコウバ

イの成長速度は殻長が 1年で 13 mm，2年で 20 

mm，3年で 26.5 mmに達する．殻高の最大値が

年間を通して 30 mm前後で安定していることか

ら袴腰のシマベッコウバイは少なくとも 4年以上

は生きると推測できる．

サイズ頻度分布のグラフのピークがほとんど

の月で 25 mm前後であることからシマベッコウ

バイは 25 mm前後で成長速度が遅くなり 25 mm

前後の個体数の割合が増加しているのではないか

と考えられる．

今回の調査では殻高が 4.8 mm以下の個体は採

取されなかった．理由としてはシマベッコウバイ

の成長に伴う生活様式の変化などが考えられる．

稚貝は体内に蓄えられる水分の量も少ないので乾

燥を避けるために潮間帯の今回の調査区よりもさ

らに下方に分布している可能性がある．さらに稚

貝は他の生物による捕食を避けるために，藻類の

Fig. 1．採取されたシマベッコウバイの標本の写真．

Fig. 2．桜島袴腰海岸に設定された調査場所の位置地図．
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Fig. 3．2009年のシマベッコウバイの殻高サイズ頻度分布の季節変化．
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陰に隠れたり，岩の割れ目に入り込んだりして身

を守っているかもしれない．今回の調査地は藻類

がほとんど生えていない場所だったために，4.8 

mm以下の個体は採取されなかった可能性もあ

る．
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Fig. 4．2009年のシマベッコウバイの月ごとの殻高の最大・最小・平均値の季節変化．


